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まとめ   
単元を通して「みんなが住みやすい社会とはどんな社会だろう」ということについて、考えることができまし

た。この学習をきっかけに、これからの生活の中で共生社会に気付き、行動することを期待します。 

 

共生社会について、田無地域に住む様々な人との交流や車いす
体験を通して、みんなが住みやすい社会にするために自分ができ
ることに気付き、これからの生き方について考える。 

 
 

 

「ともに生きる」 

【９月２５日】 

特別支援学級の児童と遠足 

で一緒に行動をしました。遠足

の前には、特別支援学級の教員

が障がい者理解の授業を行いま

した。人それぞれ得意なことと

苦手なことがある中で、認めあ

って生活することが大切である

と学びました。 

【２学期】 

校内だけでなく、社会には様々な人がいることを地

域に住む人との交流を通して学びました。視覚障が

い、聴覚障がい、在日外国人、点訳の会の方と交流を

行いました。 

様々な方々との交流を通して、「共生」とは、お互い

の個性を理解し、苦手な部分を補完し合うことである

と気付きました。 

 

  車いす体験も行いました。校

内で車いすの操作の難しさ、乗

る人の怖さを体感しました。そ

の経験を基に校外で地域のバ

リアフリーを探す活動も行い

ました。身近にある「ともに生

きる」ためのヒントに気付きま

した。 

 

【１月２４日】 

これまでの学習のま

とめを保護者の方に発

表しました。多くの人に

学習の成果を伝えるこ

とが、「ともに生きる」こ

とに繋がるのではない

かと更なる課題を発見

している様子でした。 

 


